


要約:妊娠中の母体の喫煙によって子宮内発育不全や流早産のリスクが上昇することは広

く知られている。今回ニコチンと代謝物であるコチニンの高速減体クロマトグラフィーに

よる毛髪中分析法を開発し母親とその児について出生直後の毛髪中濃度を測定した。3 名

の喫煙者と 10 名の非喫煙者の母体およびその新生児の毛髪分析を行い次の結果を得た。

喫煙母体の毛髪中ニコチン濃度は 67～398ng/10mg に対し、新生児の濃度は 20～63ng/10mg

で、新生児は母親の1/20～1/2 の濃度を示しニコチンが胎盤移行することが確認された。

一方、非喫煙母体の6名にニコチンを検出し間接喫煙(受動喫煙)の結果と考えられた。そ

の毛髪中ニコチン濃度は 19～103ng/10mg で、喫煙者と同レベルの者もいた。受動喫煙の

母体から出生した児からもニコチン,コチニンが検出された。母体の禁煙はもちろん家族

の同室での禁煙を促すことも必要と思われる。


